
【はじめに】公衆衛生の向上に伴い国内土着の土壌媒介寄

生虫に新規感染することは無に等しい。一方、食品、海外

旅行、性行為、動物や衛生害虫に起因する寄生虫症に関し

ては症例報告がなされている。特にコールドチェーンが発

達した現在、容易に購入できる新鮮な魚介類は寄生虫感染

のリスクとなることが推測できる。これまで我々は、再興・

新興感染の側面から、食品衛生の向上を目的として市販食

材からヒトに病害をもたらす食品媒介寄生虫を検出してき

た。今回はその疫学調査結果を画像とともに報告する。

【方法】①ターゲットの食材は感染力を維持した状態で購

入できる 9 種の魚介類とクマ肉（冷凍）である。全てイン

ターネットサイトで購入した食材を調査対象とした。②各

食材を観察に適した大きさに切断後、目視にて感染部位を

確認し虫体を摘出した。③形態学的同定には無染色の虫体

を確認後、HE 染色やカルミン染色を実施した。④一部サン

プルの遺伝子同定には PCR 検査を実施した。

【結果】検出された主な寄生虫

・Dibothriocephalus nihonkaiensis (plerocercoid)

寄生割合：時鮭 23.1％ (3/13)、桜鱒 26.5％ (9/34)、
秋鮭 0％ (0/12)

*全 59 尾から Anisakis.spp (third-stage larva)を検出

・Paragonimus.spp (metacercaria)
寄生割合：モクズガニ A 県 60.7％ (119/198)、モクズガ

ニ B 県 12.4％ (12/97) *調査個体数は 706 匹（15 府県）

・その他 (Microsporidia, Myxosporea )
【まとめ】インターネットサイトで購入した食材からヒト

に病害をもたらす寄生虫を検出した。日本海裂頭条虫は、

春から初夏に水揚げされた鮭・鱒から検出された。肺吸虫

は特定の地域に集積しており、この地域では生活環が成立

していると考える。これらの結果は、誰でも、何時でも、

何処でも特定の食材から寄生虫に感染するリスクがあるこ

とを示唆している。また、今回の調査ではクマ肉から旋毛

虫は検出されなかったが、感染者が散見されているため、

調査を継続することで検出されると推測する。
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